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　　　　　愛媛県小大下島珪次石調査報告

井上秀雄＊　土井啓司＊＊

On伍e　Wollastonite　Deposits　of：K6ge　Is翌and，・Eh㎞e　Prefeeture、

By

Hideo　Inoue＆K：eiji　Doi

　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　metamorphosed　sediments　of　this　district，presumably　of　Paleozoic　age，are　meta－

clayslate，phyllite，quartzitel、and－1imestone。They　are　intruded　by　biotite　granite，granite

porphyry・and　basalt．

　　The　wollastonite　deposits　occur　in　limestone　or　along　the　boundaries　of　limestone　and

quartzite。　They　run　generally　paralIel　to　the　bedding　plane銭

　　The　ore　bodies　consist　of　white　fibrous　wollastonite　with　a　little　amount　of　quartz，

calcite，diopside，prehnite　and　tremolite．

　　The　chemical　composit量on　of　the　ore　is　approximately　SiO250％，TiO2tr，，Al2030．3％，

Fe2030．3％，MnO　O‘1％，MgO　Oる4影，CaO46％and　Ig．10ss2％。

　　The　ore　reserves　are　estimated　about16，000metric　tons。

　　　　　　　　要　　旨
　こおげ
　小大下島は古生層の千枚岩・チャー・ト・石灰岩，およ

びこれらを貫ぬく黒雲母花嵩岩・花嵩斑岩，さらにこれ

らの諸岩類を貫ぬく玄武岩などからできている。古生層

は黒雲母花嵩岩の貫入により変成作用を受けている。

　珪灰石は当地域中岡村鉱山のみに認められ，石灰岩中

のチャートを伴なう附近に，その層理に沿つて発達して

いる。』各鉱体の規模は厚さ数cmから1mで，奥行数

mのものが普通であり，全体で5条認められる。

　珪灰石は白色繊維状で弱いガラス光沢を有し，繊維の

’長さは最大2．5cm，通常数mmのものが多い。

　随伴鉱物は，方解石・石英・透輝石・透角閃石・葡萄

石・モンモリナイト・魚眼石等である。

　品質は肉眼で他鉱物の混らないもので，Sio251．G8

％，TiO2tr。，A12030．38％，Fe2030．40％，M血0

0．12％，MgO　O．25％，CaO46．48％，1息Ioss1．08

％であるσ

　推定鉱量は4鉱体合せて15，800tを算出した。

　　　　　　　1．緒　言

　　　　　　　　　　　　　　こおげ　昭和31年5月，愛媛県越智郡関前村の小大下島にあ

る珪灰石鉱床の調査を行つたので，こXにその結果を報

告する。　　　　　　　　　　　　　　　　亀

　小大下島は愛媛県今治市の北北西17kmの瀬戸内海

国立公薗内にあって，周囲4km，主として石灰石採掘

と農業を営んでいる1孤島である。

　珪灰石は小大下島以外に本島の北方に隣接する大崎上

－
島 の日本セメソト株式会社中野鉱山にも標本的に産出す

るので，産状などを比較するうえに一応記述することと

した。

2．1位置および交通

小大下島へ行くには次のコ←スがある。

　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　o竹原町

　　　　　　下下　　　　　　島島越智郡

今治市◎

＊鉱床部
牌元所員

覧』

大島

　　L

愛媛県

一〇Km
第1図位置夜通図
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地質調査所月報（第9巻第．10、号）

’第1表現況一覧表

鉱．山名

関　　前

小大下

井　　村

岡　　村

鉱業権者

目本セメyト
　（株）

村上源司

井
， 村敏郎

佳友金属鉱業
（株）別子鉱業

所

所　　在、　地

愛媛県越智郡関前村

　小大下

〃

〃

〃

生産量
（t／mon）’

5，000

2，500～3，000

1，500

1，000

用　　途

セメ｛ソト

セメyト
タンカル

セメン〆ト

製錬用

出　　荷　　先

糸崎工場
大阪無業セメソト
目本セメyト糸崎工場
丸尾製粉（株）・・

境化学（株）

目本セメ yト糸崎二場

佳友金属四阪島製錬所

従業員
（名）

30

66．

24

　（真）呉線竹原→木ノ江→小大丁島（1時間30分）

　（2）　予讃本線今治一小大下島（40分）

　日本セメント中野鉱山は大崎上島の木ノ江から徒歩

30分，原下部落に行く途中の標高1，000m附近にある。

　　　　　　3．現　況一
小大下島では第1表の4鉱山が石灰石を稼行し，鉱石

は主としてセメント用として船積みにより各地に送られ

ているo

本島で石灰石採掘が始められたのは昭和の初期からと

いわれているo

　　　　　4．地形および地質

　小大下島を中心として周辺の東芸予諸島は向島・因

島・生口島・大崎上島・大崎下島・大三島・大島・豊島・

上蒲刈島・下蒲刈島など，20数島で構成され，竹原町を

要として尾道一川尻にわたつて孤状に分布し，瀬戸内海’

を燧灘・斉灘・安芸灘に分割している。

　小大下島は北東一南西方向に延び長径約1．3km，短

径350m，周囲4kmで，海抜100mと124mの小高
い山があり，非側は緩い地形を呈し，南側はほとんど露

岩からなり』急峻な海岸線をなしている。これらの諸島

の地質獄一般に小レンズ状の石灰岩を伴なう上部古生層

がルーフペンダシトとして花嵩岩類に接しているd

　　　　おおげ小大下島・大下島・岡村島はほ≧んど古生層の粘板

岩・砂岩・珪岩・石灰岩で構成され，一般走向は東西で

南に緩ぐ傾斜するが，部分的にはきわめて変動が多く，

断層や向斜構造示認められる。また各島の一部には黒雲

母花崩岩，あるいは花嵩斑岩の逆入があり，上記古生層

の堆積岩は熱変質を受け，片状を呈するホルン7エルス

に，石灰岩は糖晶質石灰岩にそれぞれ変化している。

4ユ　小大下島の地質概要

小大下島は古生層と黒雲母花嵩岩・閃緑岩・花嵩斑

岩・玄残岩からなり，古生層は下位から変質粘板岩層・

千枚岩層・石灰岩層炉孤状を描く小大下島の形状に沿、

い，ほ父孤状に分布する。火成岩類は古生層中に岩株状

34

・岩脈状に貫入している。

　本島の南西部岡村鉱山と小大下鉱山とを結ぶ陵線沿い

に，ほ貸東西の向斜軸が推牢され，それを中心として北、

側お竃び南側の地層は1．それぞ拠中心部に向かつて緩1

く傾斜している。また本島北束部の関前鉱山附近にも

N300Wの方向に石灰岩を中心とした2本の向斜軸が推

’定され，東側および西側の地層はそれぞれ中心部に向か

つて緩く傾斜している。以上の2つの異なつた方向の向

斜構造の交点と考えられる竜ケ鼻附近では，地層の傾斜

は非常に緩やかになり，地形も浅い谷間がこの交点附近

に向かつて北岸の東山部落から島を横断して延びてお

り．両区域を分けている。　　　　，

　4．2石次岩層
　おもな石灰岩は千枚岩層の上位または，ぞれとイγタ

ーフィンガーをなして存在し，第2図に示すように3ヵ

所に分布ずるが，元来1枚の岩層が若干の地質変動と主

として侵食作用により3つの地域に分けられたもので

ある。通常珪岩1粘板岩の薄層を伴ない，本島の西側ほ

ど結晶の度合が著しくなり，岡村鉱山では花嵩岩との接

［触変質によりスカルソ帯を生じ，主として珪灰石が石灰

岩の層理に沿つて生成されている。

　石灰岩の外観は結晶度の低い（関前鉱山附近）ものは

灰ないし灰黒色を呈し，結晶度の高い所、（岡村鉱山小大

下鉱山附近）は純白色のものが多く，粒径は3単m程度

であるQ．
　4．3　・千枚岩質粘板岩

　石灰岩層の下位にあつて，それとインターフインガー

し，また後述の変質粘板岩ともインターフインガーして

いる。石灰岩と同じく3つの地域に露出し，北東部，中

部においては一連の地層として分布し，西部のみは南北

系断層により切断され∫独立した分布をなしている・本

岩中には小レンズ状を呈する石灰岩の薄層が所々に認め

．られる。

　外観は黒ないし黒福色を呈し剥理性を有する。弱変質

を受け，下部ほどその変質の度合が進んでいる。鏡下で

26一（690）
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地質調査所月報（第9巻第10号）
は縞状を呈し，多くの石英粒および少量の石英の角礫を

伴なつた凝灰岩質岩で，多くの緑泥石を生じ，下部では

黒雲母を少量生じている。

4。4　変質粘板岩層

　本島中の最下部層で島をとりまいた形で海岸沿いに分

布し，上部の千枚岩質粘板岩層とは岩質的には漸移関係

を有し，｝明瞭な境界は示さない。一般走向EW，北側で

30。Sに傾斜し，南側では緩く北傾斜した向斜構造を呈

する。本層は粘板岩と珪岩の薄層を挾在し，下部ほどそ

の変成度が進み，顕著な縞状を呈するホルンフェルスに

移化し，島の南西海岸附近が特に変成作用が進んでいる・

鏡下において石英・黒雲母が多量に認められ，少量の馳

簾石・墓青石（？）が認められる。

　4．5珪岩
　石灰岩のなかと変質粘板岩のなかに厚さ約1mρも

のが認め．られるほか，石灰岩中に数cmの薄層として挾

在されることがあり，変質した石灰岩と珪岩の境界附近

では珪灰石がしばしば生成されている。外観半透明・淡、

黒色・淡緑色などを呈し，鏡下ではことごとく再結晶

した等粒の石英粒からなつており，層理は全く認祐られ

ないQ

4．6　変質線色岩

岡村鉱山の石灰岩中に幅80cmの岩脈状をなして発

達する。

　緻密堅硬で濃緑隼を呈し・鏡下では、斜融簾石・緑簾

石・黒雲母・絹雲母・石英不透明鉱物などからなり，全

般に緑泥石化が進み，原岩の組織は全く認められないが、

おそらく輝緑岩が強度の変成作用を受けたものと考えら

れる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1凄　4．7黒雲母花嵩岩

　黒雲母花嵩岩は白畢紀末の逆入といわれるいわゆる再

陽型花醐岩で，上述の古生層に顕著な熱変質を与え，葦

た構璋上若干影響を与えている。本島における分布は第

2図に示すように，南西部地域にほ攣南北に幅30mの

岩株状をなして発達している。

　外観は中粒で斜長石・石英・黒雲母からなり，斜長P

石・石英は自形を呈し，斜長石は著しく絹雲母化作用を

、受けている。

　4．8，閃緑岩

　小大下島でだ壁1カ所南西岸の金敷と白鼻との間に小

さく露出し，古生層に貫入している。

　中～粗粒で淡緑黒色を呈し，長石・石英・r角閃石・チ

タン石・緑簾石からなる。

　4．9花嵩斑岩
　本島の北東部に岩床状または岩脈状をなして古生層に

貫入し，周囲に熱変質は与えていないようである。

　粗粒で長石の大きな斑晶を有し，風化してくずれ易

く，淡隅色ないし緑隅色を呈するものが多い。構成鉱物

一　　　　　　　　F　　l　　　　．　　　　　　、

無・瘡

　　NV
¢

、

1
9
、

一　　’一、、’

．番

・型

　　＼、　v　γ　　v　’、』　一　　’

　　　、　　　　V、V　　v　v

膿雛
ヒ　　　』7二　　　　【　　、　　　　　『 γ

一轄　，韓’鰐
『
． 譲畿｝ Nv　ぎ70≧

、　　　　レ

ニニ

エ」■】■細 毎
．
　
　
　 嚢魏

、
覧
V

し
』

レ

もン
〕　　　　F

よ ρ　　　　’獲ら 藩o 。　’塾♪・薩　、・糞

國珪灰石

・目i藝石灰岩

國珪岩

懸干瀬艦

ざ“漣 ’羅嚢黙．・　　　　　　　x建

　　’『”灘π

略黍

園緑酷
阿黒瓢花薩曹 0

　辱漁＾『　・

ゼ薄総懸匿1黒雲職岩 50

第4図岡村鉱山珪灰石鉱床地質図

28一（692｝



愛媛県小大下島珪灰石調査報告　（井上秀雄・土井啓司）

　　　1、
一ヤし♪、◎＞。

　＼　　　、

　　　　ヤー騒』◎｝．い鮨し．∴，9噸

　’　　θ　　　　　　，

　　　＼　　　　
　　（　、　　‘

　ぺ！　　　　　’！

　、ぐ　　　　／～　　　　　　　　f
　ロ　　　　　も　　　ゴ

　㌧　！　・づ《艶一
，　　　」v、薗　　‘
　◎噺～リ　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ペ　　　　f　F　・

　、

　，　　◎き。　，　　一
　一ノ　，　、｝．＿

』＼・㌧覧’
㌔！㌧／〈、！

『 剛

　　i㌧ン■一…ン『

・で．￥　　、　’

　’ノ…・、，fニト鴨略

＼
　　臼＼　　！　　　　1
　ン　　　　！

8
、
　
　

、　、　　・　‘　　一

　ここ！・！
　　　　∵；’●N

　　、　　　　　　　　　　“！　　　一
　ヤ　　　　　　　　　　ヤ

寒叫Σ凸・て〉：「ジ’丁●

　＿　、　r　　’　　げI　 ＾

ノ’ド．〆くIN＼
　1●ン　●％γ・y一ク”一7”。
￥　　、’一　’　、　＾、

・一’・＿臥．．．貸．．4h．．。＼．．．

■　r　　　　　　　，　　　　r　」

一＼、’、’￥、
　’　　　1　　　　　　，‘
と　　　　　　ノ　　　ヤ　　　　　　　　ヨ

・捜マ＝・∵ζ∵r実一一一’

‘

、

〆一　　　　　　〆一　　ζ　　　　　　　　　　　“

、　　　　　　　　　　、　　甲　　　　｝

　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　し1｝

　　　　　　　’　　　　　　　　一

0 1m
．』甲一一一一一』騨＿一一一国己

図　　版　　1

じ畿－響幣
』瓢＼悔
　　　，’・・へ　F

婁滋褻
鯨臓・，’，’
トン、帆’　　・、
≧べ。・、・！、，一κ
　！・　r　　　　　　　　　’

　　　、　　￥　　　　1、　　　　、

　　　　　”　　、、
　　　　～　　　　　一　　　　　、

　　娩（酪・3
彫殿）隔騒
鱒諮懲ノ：ン

虫蛎1灘・、
　　，‘（　．・・つ、一

　　、くミ様箭u
　　・こ。きじ叢、

　　　　r￥　　、
　　　　　、／　　　、
　　　　　　、　ノ

0 3πt

図　　版　　2

　、、Σ、
￥べ・’

！匠

　　　　・で9
　　　〆
　　ヤ　ノ　、、’
魯、

　　　　　　　覧　　　し、
　　　　　　　　、’しミ’・
　　　　　　’、1　　～　￥覧
　　　　　　1、　　　、　　　　　、、1’
　　　　、’
　、』隻！・一　　￥’
／　　κ

　　　・毅．欝

図　　版　　3

匿コ珪灰講麟識示鋤

睡
　　　　　　　　　　　　　じ　　　　幅10c肌以下の珪灰石集合体が石灰岩こ
　　　　　　　コ　　　　縞状構造を示す部分
　　　　　　　～

麟王圭岩層
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図版4　白色縞状：珪灰石　黒色：石灰岩

・縁正長石・斜長石・石菜。黒雲母で，長石・石英は自形

を呈し，石基は微細な石英粒からなつている。．

　4。10玄武、岩
』
神
明
部
落
南
方 の石灰岩中に幅数10cmの岩脈とLて

N30。Eの方向に発達している。

　外観は黒色粒状を呈し，構成鉱物は斜長石・普通輝

石ド・斜馳簾石・緑泥石・方解石・磁鉄鉱で1緑泥石は撒

欄石から変質したもののようである。全体としてオフィ

ティヅク組織を呈する。

5．鉱　　床

　　　小大下島のうちで，珪灰石鉱床のある附近は，花嵩岩．

　　の貫入により特に著しい熱変質を受け，石灰岩はことご

　　とく糖晶質石灰岩となり，チャートは再結晶し，．その他

　　の岩石もホルソフェルス化している。

　　珪灰石は主として石灰岩中ゐ珪岩のある所に存在する

，　　が，特に強度の接触変質を受けた所にのみ賦存するよう

　　である。

　　産状としては石灰岩または珪岩の層理に沿つて生成さ

　　れているのが最も普通である。

　　岡村鉱山における珪灰石は第4図に示すように，東西

　　50～70m，南北約90mの範囲内に石灰岩の層理にほ壁

　　平行に5条認められ，石灰岩体の北側では走向N600E，

　　傾斜200S，南’側では走向耳7g。Wl傾斜30。Nを示す。

　　北側の露頭峠層状を呈し1明瞭に連続し，南側のものは

　　チャートの層理に沿い膨縮が著しいが，両者はほ黛連続ー

　　するものと推定される。

　　北側露頭に嫉5条の珪灰石帯が認められ，最下位のも

　　のは図版4，5に示ずように，厚さ1～5cmの珪灰石脈が，

　数cmおきに石灰岩の層理に沿い，一部層理を斜めに切

　　つて発達し，賦存帯全体の厚さは約5mで延長3m，奥

　行6m塚上と推寒されるが石灰岩が多量に混るので，

　　さしあ牽つての採掘の対象にはならない。

　　上記の珪灰石帯の上位に，4条の珪石帯があり，その

図版5　白黒縞状：珪灰石　黒色：石灰岩

うち下位の2条のものは30cm位の間隙でそれぞれ厚さ

20～100cm，延長5血，奥行3mが確認でぎる。上位の

2条の珪灰石帯は1m位の間隙でそれぞれ厚さ10～

30cm，延長4．5m，奥行約2mが認められるが，その

位置が切羽の高い所にあるため，充分な確認ができなか

つた。

　南側の露頭は石灰岩中のチャートの上下盤に1条ずつ

ほ黛東西に分布し，北側へ約3GQ傾斜している。分布は

断続して約40mの範囲に認められ，2条の間隙約50cm

で，・厚さ1～10cmの膨縮す、る不規則一な層状鉱体であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　以上北側露頭と南側露頭は，〆石灰岩の構造が中心部へ

向かつた向斜構造であること，両露頭が，推定される軸』

の方向ぺ向かつて層状として発達しており，また両者の．

間隙が約90mであるなどの点から，両者はおそらく傾

向≧しては連続するものと推定される。北側露頭のうち

’規模の関係，賦存位置の関係などから考えて，上位の露

頭は連続する可能性は少なく，下位の2条の露頭が連続

するものと考えられる。

　域上の珪灰石帯のなかには若干方解石の混入があるの

で選鉱を行う必要があり，また切羽へ向かつて下部の方

向に発達しているために，1珪灰石採掘にあたづては，切

羽の水準を下げる必要がある。

　一般に珪灰石帯は石灰岩と明瞭に境される場合もある

が・多くの場合明瞭でなく，周辺の石灰岩中にも珪灰石

結晶が疎に点在しているヒとが多い。
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第　　，6　　図

　珪灰石脈の厚さ数cmの場合に・は，結晶の発達方向は

層理に平行し，厚さ1m前後の場含は，結晶の伸長方

向は必ずしも層理に平行でなく，長さ1c血前後の結晶

が放射状に集合していることが多い。普通にみられる随

伴鉱物は方解石・石英で，まれに珪灰石塊の裂目にモγ

モリナイト・魚眼石が認められる。硫化鉱物は全く認め

られない（図版1～3，第4図参照）。

，以上述べたほかに採掘の対象とはならないが，次に述

べる種々の産状を呈する珪灰石がシ岡村鉱山の周辺と大

崎上島の日本セメγト中野鉱山でみられるQ

　1）．所々に小規模にみられる。第5図に示すように結一

晶質石灰岩中に径1～3cmの小塊状または草履虫状を

なして散点し，珪灰石結晶は放射状または不規則繊維状

を呈する。

　2）第6図に示すように，結晶質石灰岩の亀裂面に沿

，／　拓榴石
　緑簾石
　』

う薄層として，放鮒状に発達するもので，日本セメント

中野鉱山で認められる。結晶は5～10cmの長さを有す

．る場合があり，他の随伴鉱物は認められない。

　3）第7図に示すように，2，3のスカルン鉱物と共生

し，その外側の石灰岩との間に厚さ2～5mmの脈状を

なして生成されている。これは石灰岩中に緑泥石・柘榴

石などのスカルン体が生成され，その後のステージに石

．灰岩沿いに珪灰石が生成されたものと考えられる。珪灰

石結晶は長さ約2．5cmの繊維状で，伸長方向は石灰岩

の壁に向かつてほ壁平行である。中野鉱山でみられる。

　4〉第8図に示すように珪岩が破砕され，その膠結物

に相当する所に，一珪灰石が生成されている。1結晶の最

大長さ4mm程度の放射状をなし，方解石・葡萄石を随

伴する。中野鉱山にみられる。

　5）、第9図に示すように，石灰質変質粘板岩中にその

〆〆珪岩

石灰岩’　　厚さ25〃吻

ぐ　　第　　7　図

蔓岩勿

　　　珪灰石
0・　　　　　　2Cm

第　　8　図
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第2表1珪灰石のX線粉末回折線記録

I　d〈AO〉

49　　7．73

10　　5。82

12　　4．98

100　　3．85

86　　3．53

93　　3．32

10　　3．25

81　　3．09

55　2．◎8

20　　2．72

47　　2．56

38　　2．48

29　　2．35

38　　2．31

20　248
18　　2．17

7　　2．09

11　　2．02

18　1．98
26、　1．92

27　　1．85

14　　1。83

7　　1．81

31　　1．76

18　　1．72

　6　　1．67

7　　1．66

　6．　1．65

115　1．60

11　　1．53

6　　1．51

12　　1．48

10　　1．47

21　　1．45

10　－1．39

21　　1．36

使用機械’

GeigerflexXRayDetractmeter

条件
Target　　　　・　Cu

Filter　　　　　　 Ni「

Voltage・　　　　kVp

C口rrent　　　　13mA
Counter　Type－　GM
CountFullscale800c／s，

Scale　Factor　　　　16

Time　Constant　2sec

Multiplier　　　l
Scanning　Speed　　2Q／min　　・

，Chart　Spe号d　　　20m／min

Divergency　　　　lo

Receiving　Slit　　O．44mm

（第9巻　第10号）

層理に沿い，またその層理を切つて発達するもので，厚

さは2cm余，きわめて連続性に乏しい。平行に再結晶

した石英群が縞状に発達している。

6．鉱石品質

　1．鉱石の外観

　純白色でガヲス光沢を呈L，結晶は放射状または扇状

に結晶している。随伴鉱物中肉眼で認められるのは方解

石・石英・魚眼石・モソモリナイトの4種である。珪灰

石のX線粉末回折試験の結果は第2表の通りである。

　2。珪灰石結晶の大きさ　、

　長さ　最大2．5cm，通常3mm，最小0．07mm（一）

　太さ　最大0．8mm，通常0．05mm，最小0．005mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　た窒じ中野鉱山のものは長さ10cmに及ぶものがあ

る。．

　3．随伴鉱物

　方解石：肉眼でみられる最も多い鉱物で，鏡下では

珪灰石の短繊維の結晶間に柱状に発達し，また後期晶出

と考えられる方解石脈は他のす．べての鉱物を切つてい

る○

　透輝石：珪灰石結晶の成長により侵食され，顕微鏡

的に散点しているo

　透角閃石＝きわめて細い繊維状（太さ0．05mm）を呈

し，珪灰石結晶の周辺の方解石中に多い。
　　　　　　　　　　　　　　の　葡萄石：珪灰石結晶を貫ぬぎ，脈状をなし，また方

解石脈により切られ島状に顕微鏡的に散点する。

　石英：肉眼でみられる石英集合体の形態からして，

チャートから由来したもののようである。「

　モンモリナイト：肉眼で普通にみられるもので，

桃色・淡桃ないし白桃色を呈し，緻密で硬度は2＋，珪

灰石中に塊状をなしている。白桃色を呈するものは魚

第3表小大下島産珪灰石の化学分析成績表

No．

4

2

3

4

5

6

l　Sio2
　‘％）

50．70

48．82

46．20

36．42

51．08

48．64

Tio2
（％）

tr。

tr．

tr。

tr．

tr．

0．02

A1203
（％）

0．32

0．28

0．60

0．21

0。38

12．03

Fe203
で％）

0．28

0．30

0．42

0．19

0．40

0．28

MnO
（％）

0．08

0．08

0．12

0．04

0．12

0．04

MgO
（％）

0。36

0．65

6．39

0．42

9．25

0．60

CaO
（％）

46．73

46．56

33．60

41．35

46．48

35．09

Ig．10S8
（％）

0．88

2．60

12．22

20．，60

1．08

3、18

鉱　石　の　外　「観
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純白色矩繊維状集合体最上鉱

純白色矩繊維状集合体
灰黒色石灰石随伴

淡桃色矩繊維状集合でごく少量の石灰
石随伴

緯白色長繊維状で石灰石混り

純白色矩繊維状集合体

乳白色および淡桃色を呈し未明鉱物
（粘土鉱物？）を含む

　分析；山田貞子
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眼石脈の周辺にのみ存在し，光沢が強く，若干骨感を

有するQ

　魚眼石：珪灰石塊の割れ目に沿つて，平行脈を伴な

う小脈状（厚さ1mm・長さ最大20cm）または，小レン

ズ状（厚さ1mm・長さ最大1．5cm）を呈する。脈状を呈

するものは外観，白色ないし透明でしばしば脈の中心に

向かつてきわめて微細な結晶が発達していることがあ

る。小レンズ状を呈するものは淡燈色を呈し，珪灰石塊

の亀裂面に径5mm－程度のものが1～2cmおきに散点

しているo

　不透明鉱物：黒色を呈し肉眼でもみられ，おそらく

鉄の酸化物と推定される。

4．品質
一般にみられる鉱石は分析表に示すNα1，N砿2，

：Nα4，N軌5の4種で，Nα，1，No．2，N軌5は無選

鉱で使用可能と考えられるもので，：Nα4は石灰岩との

識別が容易であるから，ある程度までは選鉱が可能と考

えられるものであるQ　N砿6のA120312．03％は鉱石

の項で述べたモンモリナイ！トに由来するのではないか

と考えられる。N軌3のMgO6．39を示すものは，’試

料中にモンモリロナイトが認められるので，それに由

来するものと考えられる。また肉眼では観察できなか

つたが，ドロマイトが潜在している可能性も考えられ

るo

7．鉱　 量

鉱量計算は第10図に基づぎ，a，b，c，dの4鉱体に

ついて推定鉱量を算定した。

a鉱体
延長50m，奥行85m，厚み平均80cm，比重2．9，推

定鉱量9，280t

b鉱体
延長40m，奥行75m，厚み平均60cm，比重2．9，推

定鉱量5，785t

c鉱体
延長20m，奥行30m，厚み平均20cm，比重2．9，推

定鉱量435t

d鉱体
　延長20m，奥行25m，厚み平均20cm，比重2．9，推

定鉱量290t

　合計推定鉱里15，780≠15，800t

8．結　論

小大下島の珪灰石は，強い接触変質を受け’た石灰岩中

二熟・、／イノ
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第10図鉱量計算図
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θ

θ

一一一・α鉱体の推定範囲

のみに生成されており，今後石灰石の採掘が進むにつ

れて，新しい珪灰石鉱床発見の可能性も考えられる。そ

のうち岡村鉱山の珪灰石鉱床の下部（面積75m×35m）

は最もその可能性が強いと考えられる。珪灰石は石灰岩

の層理に沿つて生成されており，石灰岩の構造が重要な

役割を果すわけで，当地の石灰岩は向斜構造をなすと推

察されるが，真の構造は不明ゆえ，地下における石灰岩

の構造とともに，珪灰石の賦存状況を，ボーリングによ

り確かめることが必要であろう。

　鉱石中の随伴鉱物は肉眼では全部を知ることぽできな

いが，鏡下において3ん4種のスカルン鉱物を随伴する

ので，鉱石処理に際しては，この種鉱物の除去方法を研

究しなければならない。また珪灰石塊の亀裂面と思われ

る所には，しばしば他の鉱物が随伴することがあるの

で，注意が必要である。

　小大下島の珪灰石鉱床は，概して良好なものと考えら

れる。それは量的にかなり纒まり，Lかも若干の鉄苦土

鉱物は随伴するが，硫化物は全くみられない事実からい

えると思う。

　消極的見地から他地区で優秀な珪灰石鉱床が発見され

ないかぎり，稼行可能なものと考えられる。

　　　　　　　　　　（昭和31年5月調査）
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